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研究課題 イノベーションの普及に関する研究 − 新規産業の正当性の獲得という観点から 

研究キーワード 
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当年度計画に対す

る達成度 
4.当初の計画どおり研究が進まなかった 

関連する 

SDGs項目 

9.産業と技術革新の基

盤をつくろう   
該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 本研究は、情報通信技術の発展を背景とした金融サービス分野のイノベーション（クラウドファンディング：

CF）に注目して、「正当性」という視座からイノベーションが受容され、社会に普及する過程を問い直すもの

である。本研究を行うことで、どのような要因が CF の普及を後押ししたのか、つまりは正当性の獲得に至っ

たのかの一端を明らかにすることができると考えている。これは Aldrich（1994）以来数多くの研究が行われ

ている新規産業の正当性の獲得という大きなテーマについても貢献できると思われる。 

 2021 年度は、パーソナルファイナンス学会から研究助成を獲得したこともあり、秋～冬にかけての報告お

よび論文の発表を目指していたが、残念ながら、健康上の問題が生じ、成果報告に至らなかった。2022 年は

引き続き研究を進め、成果の発表を目指したい。 

 それ以外の実績は以下の通りである。 

⚫ 白桃書房から刊行予定である”Organizational Culture and leadership”（エドガー・シャイン）の監訳

作業（2 校校正中） 

⚫ 医療系 NPO 法人 E-Bec のアンケートのテキストマイニングによる分析 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

なし 

【著書・論文（査読なし）】 

なし 

【学会発表等】 

なし 

３．主な経費 

テキストマイニングソフトウェアのワークショップ、関連書籍の購入など 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

⚫ 「クラウドファンディングの正当化獲得プロセスの研究」パーソナルファイナンス学会研究助成（10 万

円） 

⚫ 船橋市特別職報酬等審議会（委員） 

⚫ パーソナルファイナンス学会理事 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 


